
学校番号       305 

 

令和３年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 英語表現Ⅱ ２ 
第 3 学年 

（芸能文化科） 

Vision Quest English Expression Ⅱ 

Hope (啓林館) 

Vision Quest English Expression Ⅱ 

Hope NEW WORKBOOK (啓林館) 

総合英語 be 3rd Edition (いいずな書店) 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・英語表現Ⅱの授業は、「話すこと」「書くこと」の技能を中心としながらも、「聞くこと」「読むこと」

を加えた４技能を総合的に高める授業です。そのため、基本的な文法事項の習得をし、それを用いて

情報や考え等について、話したり書いたりする言語活動を多く行います。授業では、教科書や副教材

の言語教材を用いた音読や暗唱、また既習の文法事項を用いたペアリーディング等を多く取り入れま

す。積極的な活動を求めます。 

・3 学年では、演習問題を多く取り入れます。英語の文法や語彙については、英語のコミュニケーショ

ンでどのように使われるか、ということを意識して学習することが大切です。常に「英語を使う」と

いうことを意識して学習し、いわゆる「文法問題」の対策だけでなく、英語を読んで理解し、正しい

英文を書くために必要な「本当の英語力」を身につけることを心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅲ」（３単位）及び「英語表現Ⅱ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

◆自分のことや

身の回りのこと

について簡単な

紹介や説明を求

められても、即興

で適切に応答す

ることができる。

◇簡単な語や表

現を使って、互い

の意見交換（賛成

か反対か、どう思

っているかなど）

をすることがで

きる。 

コミュニ

ケーショ

ン英語Ⅲ 

 

・授業での

発問 

 

英語表現

Ⅱ 

・授業観察 

◆身近な話題に関し

て説明をし、自分の

意見をつなぎの語や

フレーズを利用し

て、まとまりのある

段落をひとつ書くこ

とができる。 

◆慣れ親しんだ語や

表現を用いて、物事

の手順を筋道立てて

書くことができる。 

 

コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ

ン英語Ⅲ 

・定期考査 

 

 

 

英 語 表 現

Ⅱ 

・ライティ

ング課題 

・小テスト 

・定期考査 

・ワークシ

ート 

 

◇自然な速さで話

される観光地での

説明やガイドなど

のアナウンスを聞

いて、大切なポイ

ントをもらさず概

要を把握すること

ができる。◇はっ

きり話されれば身

近なトピックにつ

いての短いニュー

スの要点を聞き取

ることができる。 

 

コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ

ン英語Ⅲ 

・リスニン

グテスト 

 

 

 

英 語 表 現

Ⅱ 

・リスニン

グテスト 

◇小説などを読

み、背景を踏ま

え事実関係だけ

でなく、登場人

物の気持ちなど

を把握し、気持

ちに応じて適切

な速度や声の調

子で音読するこ

とができる。 

◇易しい英語で

書かれた物語を

読み切り、全体

の筋を理解する

ことができる。 

コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ

ン英語Ⅲ 

・定期考査 

・小テスト 

 

 

 

英 語 表 現

Ⅱ 

・定期考査 

・インタビ

ュ ー テ ス

ト 

 

 



３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点 
コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実施

方法 

コミュニケーションに関心を

持ち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施 

英語やその運用についての知識

を身につけているとともに、そ

の背景にある文化などを理解し

ているかどうかを的確に評価で

きる方法で実施、 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part 1 

Lesson 3 

 

【５時間】 

 

ストーリー

を考える 

 

Let me tell 

you a story. 

動詞を決める

② 

 

使役動詞／ 

知覚動詞／ 

動詞＋ O ＋ to 

do. 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・体験したことについ

て、ペアで協力して会話

をすることができる。 

・体験したことについ

て、使役動詞・知覚動詞

を用いてワークシート

にメモし、それを参考に

しながらペアで伝え合

う。 

・体験したことについ

て、ペアで協力して会

話をしている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料として

活用する。 

 

「外国語表現の能力」 

・体験したことについ

て、使役動詞や知覚動詞

を用いて適切に話した

り書いたりすることが

できる。 

・体験したことについ

て、使役動詞や知覚動詞

を用いて文を作る。 

・体験したことについ

て、使役動詞や知覚動

詞を用いて適切に話し

たり書いたりすること

ができている。 

・言語の使用場面と働

きを意識した筆記テス

トにおいて、体験した

ことについて自由英作

文を課す。 

 

「外国語理解の能力」 

・体験したことについて

会話や発表等から情報

を適切に理解すること

ができる。 

・ペアで行う会話やクラ

スメートの発表内容の

要点を、ワークシートに

まとめる。 

・体験したことについ

て会話や発表等から情

報を適切に理解するこ

とができている。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料として

活用する。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・使役動詞や知覚動詞に

ついて理解する。 

・使役動詞や知覚動詞が

用いられる場面を理解

する。 

・使役動詞や知覚動詞を

含む例文を学び、暗唱す

る。 

・さまざまなシチュエー

ションについて、使役動

詞や知覚動詞を使って

表現する。 

・使役動詞や知覚動詞

について理解してい

る。 

・使役動詞や知覚動詞

が用いられる場面を理

解している。 

・与えられた文に続く

ストーリーを考え書く

ことができている。 

 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テス

トの筆記テストにおい

て、知識が身に付いて

いるかを判断する。 

Part 1 

Lesson 4 

 

【５時間】 

 

将来の夢 

 

I want to 

work as an 

air traffic 

controller. 

動詞の形を決

める① 

 

「～する」 

「～している」 

「～した」 

「～していた」 

を表す英語の

時制 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・自分の将来の夢につい

て、ペアで協力して会話

をすることができる 

・将来の夢について、動

作動詞と状態動詞を意

識しながらワークシー

トにメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

 

・自分の将来の夢につ

いて、ペアで協力して

会話をしている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料として

活用する。 

「外国語表現の能力」 

・将来の夢について、動

作動詞と状態動詞を使

い分けて、適切に話した

り書いたりすることが

できる。 

・進行形を用いて文を作

る。 

・現在形・過去形・進行

形・完了形を使い分けて

文を作る。 

・将来の夢について、

動作動詞と状態動詞を

使い分けて、適切に話

したり書いたりしてい

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した筆記テス

トにおいて、将来の夢

についての英作文を課

す。 

「外国語理解の能力」 

・動作動詞と状態動詞の

違いを理解することが

できる。 

・時勢の使い分けができ

る。 

 

・話されたり書かれたり

した内容の要点を、ワー

クシートにまとめる。 

・動作動詞と状態動詞

の違いを理解してい

る。 

・時勢の使い分けがで

きている。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料として

活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・動作動詞と状態動詞の

意味を理解する。 

・現在形・過去形・進行

形・完了形の意味を理解

する。 

・過去完了形を含む例文

を学び、暗唱する。 

・過去完了形や未来完了

形を問題演習を通じて

理解する。 

・動作動詞と状態動詞

の意味を理解してい

る。 

・現在形・過去形・進

行形・完了形の意味を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テス

トの筆記テストにおい

て、知識が身に付いて

いるかを判断する。 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part 1 

Lesson 5 

 

【５時間】 

 

仮定の事柄 

 

I wish I 

could have 

such an 

experience 

again. 

動詞の形を決

める② 

 

義務・必要を表

す助動詞／ 

推量を表す助

動詞／ 

「もし（今）～

ならば」／ 

「もし（あの

時）～だったな

ら」 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・仮定の場面を設定し、

ペアで協力して会話を

することができる。 

・仮定の場面を設定し、

助動詞を使ってワーク

シートにメモし、それを

参考にしながらペアで

伝え合う。 

・仮定の場面について、

ペアで協力して会話を

している。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料として

活用する。 

 

「外国語表現の能力」 

・義務・必要・推量・仮

定の場面について、助動

詞を用いて適切に話し

たり書いたりすること

ができる。 

・義務・必要・推量・仮

定の事柄について、助動

詞を用いて文を作る。 

・義務・必要・推量・

仮定の場面について、

助動詞を用いて適切に

話したり書いたりする

ことができている。 

・言語の使用場面と働

きを意識した筆記テス

トにおいて、助動詞に

ついての英作文を課

す。 

 

 

「外国語理解の能力」 

・話されたり書かれたり

した助動詞を含む文を

適切に理解することが

できる。 

・話されたり書かれたり

した内容の要点を、ワー

クシートにまとめる。 

・話されたり書かれた

りした助動詞を含む文

を適切に理解すること

ができている。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料として

活用する。 

 

 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・助動詞の用法について

理解する。 

・仮定の場面で用いる助

動詞について理解する。 

・助動詞を含む例文を学

び、暗唱する。 

・助動詞の用法を問題演

習を通じて理解する。 

・助動詞について理解

している。 

・仮定の場面で用いる

助動詞について理解し

ている。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テス

トの筆記テストにおい

て、知識が身に付いて

いるかを判断する。 

 

Part 1 

Lesson 6 

 

【５時間】 

 

写真 

 

This is a 

photo taken 

in 

Vancouver, 

Canada. 

修飾語を加え

る① 

 

名詞を前から

修飾する語句

／ 

名詞を後から

修飾する語句

／ 

関係代名詞／

関係副詞 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・写真を見ながらペアで

協力して会話をするこ

とができる。 

・写真に写った人物や場

面について、修飾語句を

加えながらワークシー

トにメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・写真を見ながらペア

で協力して会話をして

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料として

活用する。 

 

「外国語表現の能力」 

・写真に写った人物や場

面について、修飾語句を

加えて適切に話したり

書いたりすることがで

きる。 

 

・写真に写った人物や場

面について、修飾語句を

加えながら文を作る。 

・写真に写った人物や

場面について、修飾語

句を加えて適切に話し

たり書いたりすること

ができている。 

・言語の使用場面と働

きを意識した筆記テス

トにおいて、写真に写

った人物や場面につい

ての英作文を課す。 

 

 

「外国語理解の能力」 

・話されたり書かれたり

した修飾語句を含む文

を適切に理解すること

ができる。 

・話されたり書かれたり

した内容の要点を、ワー

クシートにまとめる。 

・話されたり書かれた

りした修飾語句を含む

文を適切に理解するこ

とができている。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料として

活用する。 

 

 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・前置修飾・後置修飾の

仕方を理解する。 

・写真に写った人物や場

面を説明する。 

 

・前置修飾語句を含む例

文を学び、暗唱する。 

・後置修飾語句を含む例

文を学び、暗誦する。 

・関係詞を含む例文を学

び、暗誦する。 

・前置修飾・後置修飾

の仕方を理解してい

る。 

・写真に写った人物や

場面を説明できてい

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テス

トの筆記テストにおい

て、知識が身に付いて

いるかを判断する。 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part 1 

Lesson 7 

 

【５時間】 

 

携帯電話 

 

Are cell 

phones an 

essential 

part of our 

lives? 

修飾語を加え

る② 

 

副詞・副詞句／

不定詞や分詞

を使った副詞

句／ 

副詞節 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・携帯電話についてペア

で協力して会話をする

ことができる。 

・携帯電話の良い点と悪

い点をワークシートに

メモし、それを参考にし

ながらペアで伝え合う。 

・携帯電話についてペ

アで協力して会話をし

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料として

活用する。 

「外国語表現の能力」 

・携帯電話について、副

詞語（句）や副詞節を用

いて、適切に話したり書

いたりすることができ

る。 

・副詞語（句）を用いて

文を作る。 

・副詞節を用いて文を作

る。 

・携帯電話について、

副詞語（句）や副詞節

を用いて、適切に話し

たり書いたりすること

ができている。 

・言語の使用場面と働

きを意識した筆記テス

トにおいて、携帯電話

についての英作文を課

す。 

 

 

「外国語理解の能力」 

・話されたり書かれたり

した副詞語（句）・副詞

節を含む文を適切に理

解することができる。 

・話されたり書かれたり

した内容の要点を、ワー

クシートにまとめる。 

・話されたり書かれた

りした副詞語（句）・副

詞節を含む文を適切に

理解いる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料として

活用する。 

 

 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・副詞・副詞句・副詞節

を理解する。 

・携帯電話の良い点、悪

い点を理解する。 

・副詞句を含む例文を学

び、暗唱する。 

・副詞節の用法について

問題演習を通じて理解

する。 

・副詞・副詞句・副詞

節を理解している。 

・携帯電話の良い点、

悪い点を理解してい

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テス

トの筆記テストにおい

て、知識が身に付いて

いるかを判断する。 

Part 1 

Lesson 8 

 

【５時間】 

 

犬派、猫派？ 

Which do you 

like 

better, 

cats or 

dogs? 

比較を表す 

 

原級／ 

比較級／ 

最上級／ 

最上級の意味

を表す表現 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・比較表現を使ってペア

で会話することができ

る。 

・比較表現を使ってワー

クシートにメモし、それ

を参考にしながらペア

で伝え合う。 

・比較表現を使ってペ

アで協力して会話をし

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料として

活用する。 

 

「外国語表現の能力」 

・さまざまなトピックに

ついて比較表現を用い

て適切に話したり書い

たりすることができる。 

・さまざまなトピックに

ついて比較表現を用い

て文を作る。 

・さまざまなトピック

について比較表現を用

いて適切に話したり書

いたりすることができ

ている。 

・言語の使用場面と働

きを意識した筆記テス

トにおいて、比較表現

を用いてさまざまなト

ピックについての英作

文を課す。 

 

「外国語理解の能力」 

・話されたり書かれたり

した比較表現を含む文

を適切に理解すること

ができる。 

・話されたり書かれたり

した内容の要点を、ワー

クシートにまとめる。 

・話されたり書かれた

りした比較表現を含む

文を適切に理解するこ

とができている。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料として

活用する。 

 

 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・比較表現について理解

する。 

・犬と猫のそれぞれの良

い点を説明できる。 

・比較表現含む例文を学

び、暗唱する。 

・比較表現を問題演習を

通じて理解する。 

・比較表現について理

解している。 

・犬と猫のそれぞれの

良い点を説明できてい

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テス

トの筆記テストにおい

て、知識が身に付いて

いるかを判断する。 

 

進度に応じて、Grammar Focus ②~⑤／Activity for Communication ①～⑤ (配当：各２時間)を適宜いれる。 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part 2 

Lesson 1 

 

【３時間】 

 

 

「ロボットの

有用性」 

・言語の習得 

・日本の良さ 

 

パラグラフの

構成／ 

列挙・順序 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・英語のパラグラフの概

念とその基本構造の理

解。 

・与えられたテーマに沿

って英文を読んだり書

いたりする。 

・必要に応じて辞書な

どを活用して書くこと

ができる。 

 

 

 

・英文を書く意欲を観

察する。 

「外国語表現の能力」 

・言語の習得 

・日本の良さ 

 

・つなぎの言葉を用いて

論理的に表現する。 

・パラグラフの構成に

基づき、つなぎの言葉

を用いて論理的に表現

できる。 

 

 

 

・パラグラフを提出ま

たは発表させる。 

 

「外国語理解の能力」 

・パラグラフの構成を理

解する。 

・列挙・順序を表す英語

のバラグラフを理解す

る。 

・主題文・支持文・結論

文からなるパラグラフ

を学ぶ。 

・列挙・順序を表す論理

的なバラグラフを学ぶ。 

・主題文・支持文・結

論文からなるパラグラ

フを書くことができ

る。 

・列挙・順序を表す英

語のバラグラフを書く

ことができる。 

・授業・ワークでの問

題演習の取り組み状況

を確認する。定期考査

解答を評価する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・日本の良さについて理

解する。 

・日本は訪れるのに素晴

らしい場所であること

を表現する。 

・与えられたテーマに

ついて、パラグラフを

組み立てながら書くこ

とができる。 

 

 

 

・授業・ワークでの問

題演習の取り組み状況

を確認する。定期考査

解答を評価する。 

Part 2 

Lesson 2 

 

【３時間】 

 

 

「英語を学ぶ

意義」 

・文化の違い 

・考え方 

 

例示・追加 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・英語のパラグラフの概

念とその基本構造の理

解。 

・与えられたテーマに沿

って英文を読んだり書

いたりする。 

・必要に応じて辞書な

どを活用して書くこと

ができる。 

 

 

 

・英文を書く意欲を観

察する。 

「外国語表現の能力」 

・文化の違い 

・考え方 

・つなぎの言葉を用いて

論理的に表現する。 

・パラグラフの構成に

基づき、つなぎの言葉

を用いて論理的に表現

できる。 

 

 

 

・パラグラフを提出ま

たは発表させる。 

 

「外国語理解の能力」 

・パラグラフの構成を理

解する。 

・例示・追加を表す英語

のバラグラフを理解す

る。 

 

 

・例示・追加を表す論理

的なバラグラフを学ぶ。 

・例示・追加を表す英

語のバラグラフを書く

ことができる。 

・授業・ワークでの問

題演習の取り組み状況

を確認する。定期考査

解答を評価する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・文化の違いについて理

解する。 

・日本を訪れる外国人が

戸惑う文化の違いを表

現する。 

・与えられたテーマに

ついて、パラグラフを

組み立てながら書くこ

とができる。 

・授業・ワークでの問

題演習の取り組み状況

を確認する。定期考査

解答を評価する。 

 

 

 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part 2 

Lesson 3 

 

【３時間】 

 

 

「都会と田舎」 

・メールと手紙 

・映画の観賞場

所 

 

比較・対照 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・英語のパラグラフの概

念とその基本構造の理

解。 

・与えられたテーマに沿

って英文を読んだり書

いたりする。 

 

 

 

 

・必要に応じて辞書な

どを活用して書くこと

ができる。 

・英文を書く意欲を観

察する。 

「外国語表現の能力」 

・メールと手紙 

・映画の観賞場所 

・つなぎの言葉を用いて

論理的に表現する。 

・パラグラフの構成に

基づき、つなぎの言葉

を用いて論理的に表現

できる。 

 

 

 

・パラグラフを提出ま

たは発表させる。 

 

「外国語理解の能力」 

・パラグラフの構成を理

解する。 

・比較・類似を表す英語

のバラグラフを理解す

る。 

 

 

・比較・類似を表す論理

的なバラグラフを学ぶ。 

・２つの事柄を比較し

て比較・類似を表す英

語のバラグラフを書く

ことができる。 

・授業・ワークでの問

題演習の取り組み状況

を確認する。定期考査

解答を評価する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・メールと手紙とを比較

する。 

・メールと手紙につい

て、それぞれの強みと弱

みを表現する。 

・与えられたテーマに

ついて、パラグラフを

組み立てながら書くこ

とができる。 

 

 

 

・授業・ワークでの問

題演習の取り組み状況

を確認する。定期考査

解答を評価する。 

Part 2 

Lesson 4 

 

【３時間】 

 

 

「若者の本離

れ」 

・地球温暖化 

・第２外国語 

 

原因・理由・結

果 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・英語のパラグラフの概

念とその基本構造の理

解。 

・与えられたテーマに沿

って英文を読んだり書

いたりする。 

・必要に応じて辞書な

どを活用して書くこと

ができる。 

 

 

 

・英文を書く意欲を観

察する。 

「外国語表現の能力」 

・地球温暖化 

・第２外国語 

・つなぎの言葉を用いて

論理的に表現する。 

・パラグラフの構成に

基づき、つなぎの言葉

を用いて論理的に表現

できる。 

 

 

 

・パラグラフを提出ま

たは発表させる。 

 

「外国語理解の能力」 

・パラグラフの構成を理

解する。 

・原因・理由および結果

を表す英語のバラグラ

フを理解する。 

・原因・理由および結果

を表す論理的なバラグ

ラフを学ぶ。 

・原因・理由および結

果を表す英語のバラグ

ラフを書くことができ

る。 

 

 

 

・授業・ワークでの問

題演習の取り組み状況

を確認する。定期考査

解答を評価する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・第２外国語について自

分の考えを述べる。 

・学びたい言語について

理由を説明する。・ 

・与えられたテーマに

ついて、パラグラフを

組み立てながら書くこ

とができる。 

 

 

 

・授業・ワークでの問

題演習の取り組み状況

を確認する。定期考査

解答を評価する。 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part 2 

Lesson 5 

 

【３時間】 

 

 

「ベジタリア

ン」 

・先進国と発展

途上国におけ

る寿命の差 

 

要点・要約 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・英語のパラグラフの概

念とその基本構造の理

解。 

 

 

 

・与えられたテーマに沿

って英文を読んだり書

いたりする。 

・必要に応じて辞書な

どを活用して書くこと

ができる。 

・英文を書く意欲を観

察する。 

「外国語表現の能力」 

・先進国と発展途上国に

おける寿命の差 

 

・つなぎの言葉を用いて

論理的に表現する。 

・パラグラフの構成に

基づき、つなぎの言葉

を用いて論理的に表現

できる。 

 

 

 

・パラグラフを提出ま

たは発表させる。 

 

「外国語理解の能力」 

・パラグラフの構成を理

解する。 

・要点をまとめて要約文

を書く。 

 

 

 

・文章の要点をつかみ、

要約文の書き方を学ぶ。 

・文章の要点をつかみ、

要約文を書くことがで

きる。 

・授業・ワークでの問

題演習の取り組み状況

を確認する。定期考査

解答を評価する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・先進国と発展途上国に

おける寿命の差につい

て考える。 

・与えられたテーマにつ

いて、文章の要点をつか

み、要約文を書く。 

・与えられたテーマに

ついて、文章の要点を

つかみ、要約文を書く

ことができる。 

・授業・ワークでの問

題演習の取り組み状況

を確認する。定期考査

解答を評価する。 

 

 

 

 


